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Abstract:Inthisapproach,thespatialdataincludingdigitalelevationmodel(DEM)with50mresolution,landusein1/10ofthird
standardareagridmaintainedbyGeographicalSurveyInstitute,andaGISsoftwareofArcViewandSpatialAnalystareusedto
evaluatethelanduserelatedtotopographyinthestudyareaaroundtheYouthParkofAichiprefecture.Forclarifyingrelationship
betweenlanduseandtopography,weneedtounderstandthenaturalstateofland.Inthisapproach,anelevationgridtheme(is
alsoknownaslayer)anditscontours,hillshadegridtheme,gridthemesofslopeandaspectofDEMarecreatedbysurfacemenu
ofanapplicationpackageofArcⅥew-SpatialAnalyst.'I11enadisplayoflandusegridthemewiththebrightnessofeachland
usecolorcontrolledbyhillshadeismade.Throughit,weareabletonotonlyseehowlanduseisspatiallydistributed,butknow
howlandusechangeswithinterrains.
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1.GEと環境関連の空間解析
地理情報システム(GIS)を用いた環境関連の空間解析
は，環境関連の空間データとGISの空間解析機能が必要で
ある。日本においては，行政機関によって様々な環境関連
の空間データが整備され，環境調査，環境計画などに広く
利用されている（張，2003)。そして，最近のGISは，空間
データの作成・管理・操作・可視化といった4つの基本機
能のほかに，空間解析の能力が増強されつつある。例えば，
SpatialAnalystは，汎用GISソフトウェアArcViewのエク
ステンションツールとしてArcViewのベクトルデータに加
え，ラスターデータにも使えるようになった。そのため，
新しい種類の空間解析が可能となり，見た目にもスマート
な地理情報の扱いができるようになった。
その一方，近年，大規模開発によって地形や土地利用
が激しく変化し，それが起因となって環境破壊につながっ
た例は多く見られる。このような問題を繰り返さないため
不可欠なのは，開発の計画段階で地形と土地利用の現状を
的確に把握し，それに基づいた議論をすることである。本
稿では，数値地図50mメッシュ（標高）と1/10細分区画土
地利用データ,SpatialAnalystを用いて事例地域におけ
る土地利用と地形の空間分布，およびその問の空間関係を
分析し，評価することを試みる。
③「ファイル」メニューの「拡;園幾能」を選択する。
④「拡張機能」ダイアログで,TSpatialAnalyst」チ
ェック・ボックスをクリックして「OK」ボタンをクリック
する（図1)。
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1.2新規ビューの作成
①「プロジェクト」ウィンドウの左にある「ピュー」
をクリックする。
②「新規」ボタンをクリックして新規のビューを開く。
2．数値地図50mメッシュ（標高）を用いた地形解析
地形は，気候の形成や川の流れ，動植物の生息，人間
の行動などありとあらゆる自然現象，人間活動に影響を与
えるため，環境調査，環境計画では，1つの基本環境要素
として重要視されている。本稿では，2005年に開催される
愛知国際博覧会（略称「愛知万博｣）の会場予定地，愛知
青少年公園（愛知県長久手町にある｡）を中心にした東西
南北20kinの範囲を事例地域として数値地図50mメッシュ(標
1.1SpatialAnalyst拡張機能のロード
ArcView上で,SpatialAnalystを稼動するために，まず，
SpatialAnalystをArcViewにロードしなければならない。
①ArcViewを起動する。
②「ArcViewGISへようこそ」ダイアログ・ボックスで，
「キャンセル」をクリックする。
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